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施行前（荷姿）の状態ではスペーサーの装着により、爪リング、
リテーナー、ゴム輪の内径を管外径より大きくし、管の挿入を
容易にしました。管端部内径にインナーコアを装着後に管を
所定量挿し込んでスペーサーを外し、ボルト･ナットを継手と
押輪がメタルタッチになるまで締付ける構造になっています。

インナーコアは管の最小内径に合わせ装着が容易な寸法としました。継手の受口部に所定量管を挿入した後、スペーサーを取
り外して、ボルト･ナットを締付けることにより、管はインナーコアの外面に管内面が当たるまで縮径します。同時に、爪は所定量く
い込み、ゴム輪のリップ部は左図（初期取付状態）のように管の外径よりも小さくなる変位が与えられて管の外径に密着します。
爪は所定量のくい込みにより、使用圧力の0.75MPa以下では移動せず、地震等による過度の荷重を受けた時、移動（X部）する
構造になっています。












